
【別紙１】土砂災害警戒区域等の見直しの考え方
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＜ポイント＞

〇 砂防堰堤等の整備により安全性が高まり、土砂災害特別警戒区域の全部又は一部について指定の条件を満
たさなくなったときは、速やかに指定を解除する。

〇 解除の検討に当たっては、土砂災害防止施設に関する全体の計画施設、維持管理体制等の内容を確認する。
〇 警戒避難体制に遺漏がないよう、土砂災害警戒区域の解除と再指定は同時に行う。
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＜ポイント＞

〇 盛土や切土等により地形的条件が改変され、指定の条件を満さなくなった場合には土砂災害警戒区域を解除
する。

【別紙２】土砂災害警戒区域の解除の要件



【別紙３】土砂災害防止施設等の整備に伴い区域の一部を解除する場合の考え方

＜ポイント＞

〇 土砂災害防止施設が段階的に整備されるなど、全体計画の完成までに多くの年数を要する場合には、全体計
画中の基幹的施設の完成など、部分的な解除の要件を満たすと確認できた場合に、区域の一部について解除
を検討。
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土砂災害防止施設が整備されたことに伴い、一部
の区域において指定の事由がなくなったことから、
一部の土砂災害特別警戒区域を解除

A渓流における2基目の
砂防堰堤を整備完了

土砂災害防止施設が整備されたことに伴い、すべ
ての区域において指定の事由がなくなったことか
ら、すべての土砂災害特別警戒区域を解除


